
基本方針 

生きる力を応援します 基本理念 

１ 『リーディングホスピタル』として、高松市医療全体の最適化を目指します。 

２ 『理想的な医療』を、ファインチームワークで提供します。 

３ 『まごころのある医療人』を、全力で育成します。 

 平素より、各医療機関の先生方には、患者

さんをご紹介いただき、また、当院からの逆

紹介といった形で診療をお引き受けいただく

など、大変お世話になっています。 

 今回は、当院での内科診療について紹介さ

せていただきます。 

 スタッフは、日本血液学会専門医１名と、

若手医師２名を合わせた3名体制で、月曜日

から木曜日に外来診療を行っています。 

 現在は、血液疾患を中心に高血圧、糖尿

病、脂質異常症などの生活習慣病、一部の内

分泌疾患や肺炎、腎盂腎炎、インフルエンザ

などの感染症、一般内科で診療可能な疾患に対応した診療を行っており、他の内科専門科との密

接な連携をとり、内科診療の窓口としての役割も果たしております。 

 血液疾患領域では、悪性リンパ腫、急性白血病、多発性骨髄腫などの悪性疾患から、特発性血

小板減少性紫斑病や後天性血友病、自己免疫性溶血性貧血、鉄欠乏性貧血などの良性疾患まで、

幅広い領域の診療を行っています。 

 急性白血病や一部の悪性リンパ腫治療に必要な骨髄抑制が強く、かつ、長期にわたるような化

学療法を実施可能なように、病棟にはクリーン・ルームを備えております。 

 また、悪性リンパ腫や多発性骨髄腫を中心に、外来における化学療法も積極的に取り入れてい

ます。 

 血液悪性疾患の診療は、自己および同種造血幹細胞移植が必要な場合があるため、週に一度、

香川大学血液内科の今滝修先生に診療を依頼して、若年者の急性白血病や悪性リンパ腫の再発後

など、移植医療が必要な場合などは、円滑に対応できる体制になっています。 



 平成３０年２月から塩江分院で、整形外科と内科を担当させ

ていただいています。 

 大学を卒業後、約１２年間大学の関連病院と大学で就労後、

太田中央医院にて勤務していました。太田中央医院が老朽化に

より閉院し塩江分院にお世話になっています。 

 専門は整形外科ですが、開業医として一般内科も診療してい

ましたので、高血圧、糖尿病など生活習慣病についても気軽に

ご相談ください。また、未経験だった訪問診療にも取り組み、

今まで以上に地域に密着した医療ができればと考えています。 

 趣味は食べ歩き（お酒…只の酔っぱらいの宵越し（酔い越

し）の記憶持たず）と車です。ちなみに、当院に赴任してス

タッドレスタイヤのありがたみをつくづく感じています。 

また、高松市内で初めてマイナス８度の気温を経験しました。 

 今後、微力ではありますが、塩江の地域医療に貢献していき

ますので、どうぞよろしくお願い申しあげます。 

お問い合わせは ☎087-893-0031 塩江分院事務局まで 

塩江分院 

 最近の特徴として、悪性リンパ腫や多発性骨髄腫、骨髄異形成症候群などの血液悪性腫瘍

は、後期高齢者に増加傾向があります。ただし、個々の患者さんそれぞれに、身体的な合併症

や認知症、ADLなどに差があり、若年者の場合、一律の治療では重度の合併症を招く恐れもあ

り、個々の患者さんに応じた診療が必要になります。 

 最近では、新規治療薬の導入により、従来の殺細胞を中心とした化学療法では、治療が難し

かった方々にも治療を行うことができる例が増えています。 

 例えば、多発性骨髄腫の診療では、近年、進歩が著しく、免疫調整薬（サリドマイドやレナ

リドミドなど）、プロテアソーム阻害薬（ボルテゾミブやカルフィルゾミブなど）、抗体薬

（ダラツムマブ）などの新規治療薬を中心とした治療の導入により、後期高齢者の方でも、十

分な治療が可能となり、生存期間の延長が得られています。 

 骨髄異形成症候群の診療も、芽球が増加したような高リスクの症例では、DNAメチル化阻害

薬（アザシチジン）の導入で、従来の化学療法と異なり、治療可能な高齢者が増えています。 

 以上の様に、今までは、治療適応がどうかと思われていた患者さんでも、治療が可能なこと

が増えておりますので、一度、ご相談いただければ幸いです。 

 このほか、糖尿病領域で、週一回、香川大学名誉教授の石田俊彦先生にお越しいただき、合

併症については、眼科、循環器科などの専門科と密接な連携をとっております。 

 また、糖尿病看護認定看護師、糖尿病療養指導士や管理栄養士などのスタッフも配置し、糖

尿病の病院患者会である「よつば会」や各月開催される「糖尿病教室」を運営し、患者教育の

充実にも取り組んでいます。  

 最後になりますが、内科は併存症を多く持つ高齢者や施設入所者の増加により、専門性にと

らわれない幅広い診療が求められています。各診療科との連携の下、総合的な内科診療に努め

ておりますので、血液疾患だけに関わらず、ご相談、ご紹介いただけたらと思います。                                                                

 今後とも、よろしくお願い申しあげます。 
（文責 井手 宏明） 

 平成３０年４月から、歯科口腔外科を新設いたします。４月から新病院開院までは入院患者さんの

口腔ケア・周術期の口腔ケアを中心に行います。 

 外来診療は新病院と共に開始いたします。入院患者さんの口腔ケア・周術期の口腔ケアに加え、外

来では、口の中や顎、顔の表面や周辺組織に起こる疾患の診療も行います。 


